
【職業実践専⾨課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

基本情報技術者試験 ③
   ２４
⼈

   １４⼈

⼈
⼈
⼈
％

■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 28

1 名 0.9 ％

■中退防⽌・中退者⽀援のための取組
クラスワーク（友達作り）、担任⾯談の実施、出席管理（⽋席者への電話連絡）、保護者会の実施、補修、補講

平成28年4月1日時点において、在学者１０８名（平成28年4月1日入学者を含む）

平成29年3月31日時点において、在学者１０７名（平成29年3月31日卒業者を含む）

■中途退学の主な理由

家庭事情

就職等の
状況※２

■就職率　　　　　　　　　： 100

2017年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
履歴書添削・⾯接指導・模擬⾯接・求⼈情報紹介・マナー指導・
業界セミナー開催・学内企業説明会の実施・合同企業説明会の
実施・作品発表会の実施・筆記試験対策
■卒業者数 27
■就職希望者数 22

■主な就職先、業界等（平成２８年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定

等）
※３

■国家資格・検定/その他・⺠間検定等
㈱システナ・富⼠ソフト㈱・⽇本総研情報サービス㈱・アイスター
㈱・
⽇本システムウエア㈱・CTCシステムマネジメント㈱・ソフトウェ

（平成28年度卒業者に関する平成29年5⽉1⽇時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①〜③のいずれかに該当するか
記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（⺠間検定等）

■⾃由記述欄
・ICTトラブルシューティングコンテスト2位
・専⾨学校セキュリティコンテスト BEST10⼊賞
・技能五輪 全国⼤会出場（⼤阪府代表）

： 81.4
■その他

・進学者数：            0⼈

年度卒業者に関する

■就職者数 22

応⽤情報技術者試験 ③ ７⼈ ２⼈
Oracle認定Javaプログ

ラマ
③ ４⼈ ４⼈

⻑期休み

■学年始め：4⽉11⽇
■夏  季：8⽉3⽇〜9⽉12⽇
■冬  季：12⽉21⽇〜1⽉9⽇
■学 年 末：3⽉31⽇

卒業・進級
条件

（卒業の要件） 卒業該当学年の各コースに設定された単位のう
ち、５４単位を修得しているものに対して、学年末に卒業判定会
議を開催し、学校⻑が卒業を認定する。
（進級の要件） 進級該当学年の各コースに設定された単位のう
ち、５８単位を修得しているものに対して、学年末に進級判定会
議を開催し、学校⻑が進級を認定する。

学修⽀援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ECC EXPO、スポーツ⼤会、クラス交流会、⽂化祭（地球祭）、

海外語学留学（英国）、海外インターンシップ、Ｅ３ツアー、東
京ゲームショウツアー、クリ博ツアー、ＳＥＤＥＣツアー、福岡
ゲーム会社ツアー、ＩＴ最先端企業ツアー、卒業⽣交流会、ベト
ナム海外研修、東京作品発表会 等

・クラス担任による出⽋確認、電話による対応
・担任による個別⾯談
・保護者会
・ホームルームでのクラスワーク
・⼊学前教育講座（ドリル教材・専⾨授業体験・クラスワーク）

■サークル活動： 有

学期制度
■前期：４⽉１⽇〜９⽉３０⽇
■後期：１０⽉１⽇〜３⽉３１⽇

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・⽅法
授業出席率が75％以上であること。
総合評価点が50点以上であること。

５６０⼈ １０８⼈ ２人 ３⼈ １１⼈ １４⼈

時間 時間
単位時間

⽣徒総定員 ⽣徒実員 留学⽣数（⽣徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

4 昼間 3630時間 1830時間 1800時間 時間

認定年⽉⽇ 平成 26 年 3 ⽉ 31 ⽇

修業年限 全課程の修了に必要な総
授業時数⼜は総単位数 講義 演習 実習 実験 実技

⼯業 ⼯業専⾨課程
⾼度情報処理研究科

IT開発エキスパートコース
ー

平成22年⽂部科学省
告⽰第156号

学科の⽬的 ＩＴ及びゲーム業界で必要とされるソフトウェア開発技術、知識及びチーム制作の実践教育を通じて⾼度な技術⼒・柔軟な思考⼒・豊かな⼈間性を有し、
創造⼒・リーダーシップ・問題解決⼒に優れた企業及び社会が必要とする⼈材を育成すること。

06-6366-0144
分野 認定課程名 認定学科名 専⾨⼠ ⾼度専⾨⼠

設置者名 設⽴認可年⽉⽇ 代表者名 所在地

学校法⼈⼭⼝学園 1983年11⽉22⽇
理事⻑

酒元 英⼆

〒530-0015
⼤阪府⼤阪市北区中崎⻄２丁⽬１番７号

（電話）

ECCコンピュータ専⾨学
校

1997年3⽉28⽇ 宇佐⾒ 眞也
〒530-0015
⼤阪府⼤阪市北区中崎⻄２丁⽬３番３５号

（電話） 06-6374-0144

（別紙様式４）

平成29年9⽉30⽇※１
（前回公表年⽉⽇：平成28年9⽉30⽇）

職業実践専⾨課程の基本情報について

学校名 設置認可年⽉⽇ 校⻑名 所在地



（留意事項）
１．公表年⽉⽇（※１）
最新の公表年⽉⽇です。なお、認定課程においては、認定後１か⽉以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７⽉末を基準⽇として最新の情報を反映し
た内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告⽰⽇以降の⽇付を記⼊し、前回公表年⽉⽇は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「⽂部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５⽂科⽣第５９６号）」に
留意し、それぞれ、「⼤学・短期⼤学・⾼等専⾨学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」⼜は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「⼤学・短期⼤学・⾼等専⾨学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を⾏い、⼤学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「⾃営業」「家事⼿伝い」
「留年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇⽤契約期間が１年以上の⾮正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採⽤通知などが出された者）を
いいます。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための⺟集団となる学⽣等は、卒業年次に在籍している学⽣等とします。ただし、卒業の⾒込みのない者、休学中の
者、留学⽣、聴講⽣、科⽬等履修⽣、研究⽣及び夜間部、医学科、⻭学科、獣医学科、⼤学院、専攻科、別科の学⽣は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃⾦、報酬その他経常的な収⼊を得る仕事に就くことをいいます。⾃家・⾃営業に就いた者は含めるが、家事⼿伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト
者数や進学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得⽬標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（⺠間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。⾃由記述欄には、各認定学科における代表的な
学修成果（例えば、認定学科の学⽣・卒業⽣のコンテスト⼊賞状況等）について記載します。

経済的⽀援
制度

■学校独⾃の奨学⾦・授業料等減免制度：    無
※有の場合、制度内容を記⼊

■専⾨実践教育訓練給付：     ⾮給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■⺠間の評価機関等から第三者評価：     無
※有の場合、例えば以下について任意記載

（評価団体、受審年⽉、評価結果⼜は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）
当該学科の

ホームページ
ＵＲＬ

http://comp.ecc.ac.jp/



種別
③

③

①

③

（開催⽇時）
第１回 平成28年7⽉7⽇ 13：30〜15：30
第２回 平成29年2⽉4⽇ 17：00〜18：30

⼸⼿ 弦 株式会社 システナ 平成28年4⽉1⽇〜平成30年3
⽉31⽇（２年）

 ※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①〜③のいずれに該当するか記載すること。
   ①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知⾒を有する業界団体、職能団体、
    地⽅公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
   ②学会や学術機関等の有識者
   ③実務に関する知識、技術、技能について知⾒を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回 ７⽉・２⽉

宇佐⾒ 眞也 ECCコンピュータ専⾨学校 学校⻑

鷲北 賢
⼤阪デジタルコンテンツビジネス創出協議会(さく

らインターネット株式会社)
平成29年4⽉1⽇〜平成31年3
⽉31⽇（２年）

平成29年5⽉1⽇現在
名 前 所   属 任期
⼭崎 誠 株式会社ソフトレット 平成29年4⽉1⽇〜平成31年3

⽉31⽇（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科⽬の開設その他の教
育課程の編成を⾏っていること。」関係
（１）教育課程の編成（授業科⽬の開設や授業内容・⽅法の改善・⼯夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本⽅針
1. 教育課程編成委員会の⽬的
 ＩＴ，ゲーム業界は変化の激しい業界であり、必要とされる知識技術も年々変化している。そういった就業先業界における⼈材の
専⾨性に関 する動向、新たに必要となる実務に関する知識、技術などを⼗分に把握、分析した上で当該専⾨課程の教育を施すにふ
さわしい授業科⽬の開設または授業内容・⽅法の改善⼯夫等を⾏うために教育課程編成委員会（以下「編成委員会」という）を設け
る。
2. 教育課程編成委員会の構成
 編成委員会は校⻑、校⻑が指名する教職員、及び当該学科の専攻分野に関する企業等（以下「企業等」という）から校⻑が委託す
る委員により構成する。委員の任期は、2年とする。ただし、委員に⽋員が⽣じた場合の補⽋の委員の任期は、前任者の残存期間と
する。委員は、再任することができる。
3. 教育課程編成委員会の運営
 編成委員会の委員⻑には校⻑が就任する。委員⻑は、会務を総理し、編成委員会を代表する。委員⻑に事故があるとき、⼜は、委
員⻑が⽋けたときは、あらかじめ委員⻑が指名する委員がその職務を代理する。編成委員会は必要と認める場合に委員以外の者に出
席を求めることができる。学校側委員は企業等委員に対しカリキュラム、科⽬、授業⽅法を説明し必要があれば授業参観などの機会
を作り⼗分な情報提供に努める。その上で企業等委員からの意⾒を収集し記録する。編成委員会は委員以外の企業からも積極的に情
報を収集しそういった意⾒をも踏まえて議論を⾏うものとする。
4. 教育課程編成委員会実施結果の活⽤
 教育課程編成委員会の実施結果については、⾼度情報処理研究学科当該コースを構成する教職員により⼗分に検討し、有効な⽅策
に関してはこれを採⽤し、速やかに授業科⽬の開設または授業内容・⽅法の改善を⾏い教育内容の質の保証と向上に継続的に努め
る。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
教育課程の編成（授業科⽬の開設や授業内容・⽅法の改善・⼯夫等を含む。）については学科の担当分野責任者が教員や⽬標業界の
企業からのヒアリングなどの情報を基に原案を作成し、教育課程編成委員会に提出し意⾒を求める。教育課程編成委員会の意⾒につ
いて再度検討し、学校⻑、教務、進路、⼊試広報責任者から成る学校運営会議に案を提出し決定する。
（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

⽵下 浩平 株式会社 システナ 平成29年4⽉1⽇〜平成31年3
⽉31⽇（２年）



（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意⾒の活⽤状況
教育課程編成委員会の企業・団体に定期的に授業参観や技術指導、講演などの機会をつくり、学⽣の情報を提供できる環境を整えて
いる。その学⽣の状況を把握していただいた形で委員会を開催し意⾒を集約している。また同委員会にて調査・研究された現場のエ
ンジニアに必要とされる知識・技術とコミュニケーション⼒を元に、現⾏のカリキュラム、「ビジネス・シミュレーション演習Ⅰ」
「ビジネス・シミュレーション演習Ⅱ」にて企業と連携した学⽣の育成を実施出来る様に改善して来た。具体的には企画（書）の評
価、プレゼンテーションの評価、スケジュール（進捗）管理、情報分析とその対応などのチーム（グループ）制作から得られる学修
効果を追求した。



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に⾏っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

1. 推薦学科の教員に対する研修・研究の目的

　　教務規約第３５条に定められている通り、教員の質を一定以上に保つことと技術の向上のために、業界で使用

　　されている標準技術、最新技術等を教員が直接企業等から学ぶ研修と、教授技術等の教育に関わる研修を

　　毎年度それぞれ1回以上実施する。

2. 推薦学科の教員に対する研修・研究の運営

　　研修については講師を本校に迎え入れて教員全員が同時に受講する全体研修と、一部の教員が参加する外

　　部研修を適時組み合わせて実施する。一部の教員が参加する外部研修については、その研修内容について

　　報告会を実施するなどして教員全体へその情報を伝える。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

ビジネス・シミュレー
ション演習Ⅰ

独⾃のWebビジネスシステムを⽤いて、仮想の会社を設⽴し、
仮想のインターネットショップを運営する。

キャリアデザイン・インターナショナ
ル㈱、ジーワン㈱、㈱クリップオン・
リレーションズ、株式会社マーズ・
シックスティーン

ビジネス・シミュレー
ション演習Ⅱ

独⾃のWebビジネスシステムを⽤いて、仮想の会社を設⽴し、
仮想のインターネットショップを運営する。

キャリアデザイン・インターナショナ
ル㈱、ジーワン㈱、㈱クリップオン・
リレーションズ、株式会社マーズ・
シックスティーン

＜平成28年度実績＞

【ゲーム】 7月5日GTMF大阪：アプリ・ゲーム開発・運営に関する研修　ｹﾞｰﾑ系専任教員対象、8月24日～26日ＣＥＤＥＣ：ｹﾞｰﾑ開発者向けカンファレンス　ｹﾞｰ

ﾑ系専任教員対象、12月17-18日ハイエンドリアルタイムCGハンズオンセミナーＵＥ４　CG・エンジン系専任教員対象、2月16-18日　Unreal Engine Academic

Summit　エンジン系専任教員対象、2月18日GCC'17：関西ｹﾞｰﾑ業界勉強会　ｹﾞｰﾑ系専任教員対象、2月26日～3月1日GDC：国際ｹﾞｰﾑ開発者会議　ｹﾞｰﾑ系

専任教員対象

【CG】　5月13日Aimingポートフォリオセミナー　CG系専任教員対象、8月4日The Day of Maya：Mayaに関する技術研修　CG系専任教員対象、11月29日：MEL

を使用して効率化を考えたセミナー　CG系専任教員対象、3月1，2日Maya初級・教員養成講座　CG系専任教員対象、3月24日Mayaセミナー　CG系専任教員

対象

【IT】　8月18日～19日TCJ研修：ネットワーク技術者研修　ネットワーク系専任教員対象　、3月14-15日Oracle研修：Oracleデータベースエンジニア研修　シス

テム系専任教員対象

【デザイン】　8月31日株式会社メンバーズ・教員セミナー　Web系専任教員対象

科 ⽬ 名 科 ⽬ 概 要 連 携 企 業 等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験⼜は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を⾏っていること。」関
係
（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本⽅針
1.企業等との連携による実習・演習等の⽬的
 業界で使⽤されている標準技術、最新技術等を学⽣が体験し習得する為に、企業等と連携して実習・演習を⾏う。
2.企業等との連携による実習・演習等の運営
 企業等との連携による実習・演習等は本校教員と企業等から派遣された担当者が共同して実施する場合と、企業等
 から提供されたカリキュラム及び教材をもとに本校教員が授業を実施する場合がある。実施された実習・演習等に
 ついては教務責任者、担当分野責任者及び教育課程編成委員会で内容を検証し改善を図る。
3.企業等との連携による実習・演習等の評価
 本校教員と企業担当者が共同して実施する場合は、授業の成果に対して企業担当者の評価を基に本校教員が成績
 評価を⾏う。カリキュラム等を提供されて実施する場合は、企業等の成績評価規程に従って本校教員が成績評価を⾏う。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
 「ビジネス・シミュレーション演習Ⅰ」「ビジネス・シミュレーション演習Ⅱ」は、本校独⾃のWebビジネスシステムを⽤いて、
 学⽣が仮想のインターネットショップを企画、開設、運営する授業である。中間プレゼン、期末プレゼン、成果物評価については
 キャリアデザイン・インターナショナル㈱、ジーワン株式会社、株式会社クリップオン・リレーションズ、㈱マーズ16より派遣さ
れた
 講師の評価を基に成績評価を⾏う。また、店舗の運営に関しては学⽣とWebビジネスシステム担当者が直接メール（３）具体的な連携の例※科⽬数については代表的な２科⽬について記載。



②指導力の修得・向上のための研修等

＜平成29年度実績・計画＞

●12月Hyper-QU 活用研修（清泉女学院片瀬准教授、図書文化社）　専任教員・職員対象

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

＜平成29年度実績・計画＞

【ゲーム】 7月GTMF大阪：アプリ・ゲーム開発・運営に関する研修　ｹﾞｰﾑ系専任教員対象、8月ＣＥＤＥＣ：ｹﾞｰﾑ開発者向けカンファレンス　ｹﾞｰﾑ系専任教員対

象、

2月Unreal Engine Academic Summit　エンジン系専任教員対象、2月GCC'18：関西ｹﾞｰﾑ業界勉強会　ｹﾞｰﾑ系専任教員対象、3月GDC：国際ｹﾞｰﾑ開発者会議

ｹﾞｰﾑ系専任教員対象

【CG】　５月Maya勉強会　CG系専任教員対象、７月Mayaセミナー　CG系専任教員対象、8月実践コンセプトアートセミナー　CG系専任教員対象、１１月CG

WORLD CRETIVE CONFERENCE　CG系専任教員対象

【IT】　8月TCJ研修：ネットワーク技術者研修　ネットワーク系専任教員対象、3月Oracle研修：Oracleデータベースエンジニア研修　システム系専任教員対象

【デザイン】　8月株式会社メンバーズ・産学官連携フォーラム　Web系専任教員対象

②指導力の修得・向上のための研修等

＜平成28年度実績＞

●12月21日　Hyper-QU 活用研修（清泉女学院片瀬准教授、図書文化社）　専任教員・職員対象



ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

・ 理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性

　が明確になっているか）

・ 学校における職業教育の特色は何か

・ 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか

・ 理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが生徒・保護者等

　に周知されているか

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界の

　ニーズに向けて方向づけられているか

（２）学校運営

・目的等に沿った運営方針が策定されているか

・事業計画に沿った運営方針が策定されているか

・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されている

  か、有効に機能しているか

・人事、給与に関する制度は整備されているか

・教務・財務等の組織整備など意識決定システムは整備されてい

　るか

・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されて

　いるか

・教育活動に関する情報公開が適切になされているか

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか

４．「学校教育法施⾏規則第１８９条において準⽤する同規則第６７条に定める評価を⾏い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を⾏うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員⼜は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

1. 学校関係者評価の目的

　本校は実践的な職業教育の質保証、向上のために、自己評価、及びそれを基にした学校関係者評価を実施す

　る。また学校関係者評価を行う主体として学校関係者評価委員会（以下「関係者委員会」という）を設ける。

2. 学校関係者評価委員会の構成

　関係者委員会は、関連業界等関係者、卒業生、保護者または地域関係者、その他校長が必要と認める者から

　校長が委託する委員により構成する。委員の任期は、2年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合の補欠の

　委員の任期は、前任者の残存期間とする。委員は、再任することができる。

3. 学校関係者評価委員会の運営

　関係者委員会に委員長を置く。委員は校長が招集し、委員長がその運営にあたる。校長が必要と認める場合

　は、委員以外の者の出席を求めることができる。関係者委員会は、委員の過半数が出席しなければ開会する

　ことができない。校長は自己評価の結果を関係者委員会に報告し、意見を聴く。

　関係者委員会は、自己評価の進捗状況に応じ次年度の計画策定までの間に開催しなければならない。

4. 学校関係者評価委員会実施結果の活用

　委員長は、関係者委員会による評価結果をまとめ、報告書を作成する。校長は関係者委員会の評価結果に

　ついてその意見を尊重し、教育活動及び学校運営等の質の保証と向上に継続的に努めなければならない。

5. 学校関係者評価結果の公表

　校長は学校関係者評価結果について公表する。

　本校では「学校評価実施規定」に則り、平成２８年９月２日に学校関係者評価委員会を開催した。平成２７年度

　の自己評価報告書をもとに関係者の意見・評価を別途「学校関係者評価報告書」に取りまとめ、平成２８年９

　月３０日、自己評価報告書とともに学園ホームページ上に公開している。

　２回目の学校関係者評価委員会は平成２９年３月３日に開催している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



（９）法令等の遵守

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされてい

　るか

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか

・自己評価結果を公開しているか

（６）教育環境

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備され

　ているか

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修の場等について

　十分な教育体制を整備しているか

・防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集

・高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取組を行って

　いるか

・学生募集活動は、適正に行われているか

・学生募集活動において、資格取得・就職状況等の情報は正確に

　伝えられているか

・学生納付金は妥当なものとなっているか

（８）財務

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

・財務について会計監査が適正に行われているか

・財務情報公開の体制整備はできているか

（３）教育活動

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されて

　いるか

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関とし

　ての修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は

　明確にされているか

・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや

　教育方法の工夫・開発などが実施されているか

・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリ

　キュラムの作成・見直し等が行われているか

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインター

　ンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられているか

・授業評価の実施・評価体制はあるか

・職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか

・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか

・資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけ

　はあるか

・人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員

　を確保しているか

・関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・

　兼務含め）の提供先を確保するなどマネジメントが行われてい

　るか

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための

　研修や教員の指導力育成など資質向上のための取組が行わ

　れているか

・職員の能力開発のための研修等が行われているか

（４）学修成果

・就職率の向上が図られているか

・資格取得率の向上が図られているか

・退学率の低減が図られているか

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の

　改善に活用されているか

（５）学生支援

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか

・学生相談に関する体制は整備されているか

・学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか

・課外活動に対する支援体制は整備されているか

・学生の生活環境への支援は行われているか

・保護者と適切に連携しているか

・卒業生への支援体制はあるか

・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の

　取組が行われているか

・関連分野における業界との連携による卒後の再教育プログラム

　等を行っているか



種別
企業等委員

企業等委員

地域関係者

企業等委員
（卒業⽣）

企業等委員
（卒業⽣）

卒業⽣

 ※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
 （例）企業等委員、PTA、卒業⽣等

（５）学校関係者評価結果の公表⽅法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）　　毎年８月

URL:http://comp.ecc.ac.jp

⾕垣 允哉 卒業⽣（ITエンジニア）
平成28年4⽉1⽇〜平成30年3
⽉31⽇（２年）

⼟江 彩奈 平成28年4⽉1⽇〜平成30年3
⽉31⽇（２年）

伊藤 裕⼀ インフォームシステム株式会社 平成28年4⽉1⽇〜平成30年3
⽉31⽇（２年）

郡⼭ 太志 卒業⽣（ITエンジニア）
平成28年4⽉1⽇〜平成30年3
⽉31⽇（２年）

野間 伸治

猿⽊ 唯資

株式会社アコードセブン

済美福祉センター連合運営委員会会⻑

平成28年4⽉1⽇〜平成30年3
⽉31⽇（２年）
平成29年4⽉1⽇〜平成31年3
⽉31⽇（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

〇教育理念・目標等の保護者に対する周知について

　⇒年２回の保護者会での説明。入学式後に保護者集会を実施しその場で発表する。保護者専用の学校サイトを

　作り、そこでの情報提供・共有を行う。

〇関連分野の実践授業、企業連携について

　⇒分野ごとの隔たりを減らすため教育課程編成委員会の委員を改選した（IT分野）。作品発表会や成果発表会

　の回数を増やし企業様が学生と係る機会を多く、そしてより学校の教育力を把握できる機会とした。

　　また、特別授業・講演会・ハンズオンセミナー・短期制作キャンプなどを実施し、計画している。

〇学修成果（業界就職）について

　⇒成果発表会、作品発表会（学内＆東京）、などに多数の企業様に参加を頂き、学生への直接のリクルートを

　はじめ、業界の求めるニーズの把握、分析を行なっている。

〇学生支援体制について

　⇒「学習意欲の低下」を原因に休退学をする学生を少なくするため、普通授業日の補習（放課後）・土曜日補講を

　実施し、夏期休暇・冬期休暇・春期休暇中の補講も期間を長くした。

〇学習環境について

　⇒年度末に学内のネットワークインフラを全て整備し直した。また新たな学習環境「ゲーム制作専用フロア」、

　「ネットワーク専用演習室」、「Webグラフィック専用演習室」を造り環境を整えた。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
   平成29年9⽉8⽇現在

名 前 所   属 任期

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行って

　いるか

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の

　受託等を積極的に実施しているか

（１１）国際交流

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って国際交流を行って

　いるか

・受入れ・派遣等において適切な手続き等がとられているか

・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか

・学内での適切な体制が整備されているか



（１１）その他
●学則

●学校運営の状況に関するその他の情報

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

URL:http://comp.ecc.ac.jp

（８）学校の財務 ●貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
●自己評価・学校関係者評価の結果

●評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況
●留学生の受け入れ・派遣状況

●外国の学校等との交流状況

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

（５）様々な教育活動・教育環境
●学校行事への取組状況

●課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動等）

（６）学生の生活支援 ●学生支援への取組状況

（７）学生納付金・修学支援
●学生納付金の取り扱い（金額、納入時期等）

●活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免

　等の案内等）

（２）各学科等の教育

●入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、収容定員、在学

　学生数

●カリキュラム（科目配当表(科目編成・授業時数)、時間割、使用

　する教材など授業方法及び内容、年間の授業計画）

●進級・卒業の要件等（成績評価基準、卒業・修了の認定基準

　等）

●学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等

●資格取得、検定試験合格等の実績

●卒業者数、卒業後の進路（進学者数・主な進学先、就職者

　数・主な就職先）

（３）教職員
●教職員数（職名別）

●教職員の組織

（４）キャリア教育・実践的職業教育
●キャリア教育への取組状況

●実習・実技等の取組状況

●就職支援等への取組支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

　本校では、文部科学省生涯学習政策局が平成２５年３月に発表した「専修学校における学校評価ガイドライン」

　附属資料５「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の趣旨および取組に当たっての視点

　、情報提供の内容・方法に則り、本校が設定する項目について本校及び学園のホームページ上で広く一般に

　公開するものとする。

　連携および協力する企業等の学校関係者に対してもホームページ上で公開している情報を提供するとともに、

　学校関係者評価委員会や教育課程編成委員会等の委員会を通じて本校の教育活動その他の学校運営の状況

　について理解を深めていただくものとする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

●学校の目標及び計画、経営方針、特色

●校長名、所在地、連絡先等

●学校の沿革、歴史

●その他の諸活動に関する計画

５．「企業等との連携及び協⼒の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係
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○
ハードウェア
概論

コンピュータを構成するハードウェアの仕組
みや働きについて学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
ソフトウェア
概論

コンピュータを効率よく動かすためのソフト
ウェアの種類や利用技術について学習す
る。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ アルゴリズム
プログラミングの基盤となるアルゴリズムの
基礎を学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ アセンブラ
基本情報技術者試験用アセンブラ言語
（CASLⅡ）を学習する

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ IT検定対策
基本情報午前免除試験及びC検3級の合格を
目指す。

1
前

30 2 ○ ○

○ Ｃ言語
代表的プログラミング言語であるＣ言語の基
本を学び、プログラミング能力の基礎を習得
する。

1
前

60 4 ○ ○ ○ △

○ Ｃ言語演習
代表的プログラミング言語であるＣ言語の基
本を学び、プログラミング能力の基礎を習得
する。

1
前

60 4 ○ ○ ○ △

○ ＳＱＬ
ＳＱＬを用いてデータベースの様々な検索や
データ操作などの基本的な利用方法を学習
する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ ＳＱＬ演習
ＳＱＬを用いてデータベースの様々な検索や
データ操作などの基本的な利用方法を学習
する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース システムエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所

１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

（留意事項）

教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
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○
Ciscoネット
ワークⅠ

シスコネットワーキングアカデミー、ネットワー
クの基本概念を学ぶ。午前免除試験の内容
も学習。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
Ciscoネット
ワーク演習Ⅰ

シスコネットワーキングアカデミー、ネットワー
クの基本概念を学ぶ。午前免除試験の内容
も学習。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
SIC（夏期集
中講座）2017
※

夏期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

1
前

60 4 △ △ ○ ○ △

○
一般英会話
【NC】Ⅰ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン業界就職
後に必要な日常レベルの英会話を習得す
る。初級。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
一般英会話【Ｉ
Ｄ】Ⅰ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン
業界就職後に必要な日常レベルの英会話を
習得する。中級。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
基本情報対
策Ⅰ

基本情報技術者試験に出題される内容を理
解し，問題演習を行う。

1
後

90 6 ○ ○ ○ △

○ JavaⅠ
オブジェクト指向型言語であるJavaプログラミ
ング言語の基礎を習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ Java演習Ⅰ
オブジェクト指向型言語であるJavaプログラミ
ング言語の基礎を習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ VBⅠ
Microsoft社のプログラミング言語Visual
Basicの基礎技術を習得する。

1
後

60 4 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース システムエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
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○ VB演習Ⅰ
Microsoft社のプログラミング言語Visual
Basicの基礎技術を習得する。

1
後

60 4 ○ ○ ○ △

○ Web演習Ⅰ
Webページ作成に必要な言語HTML5につい
て学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
Oracleアーキ
テクチャ

ＯＲＡＣＬＥデータベースの基本管理やアーキ
テクチャを習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
Oracleアーキ
テクチャ演習

ＯＲＡＣＬＥデータベースの基本管理やアーキ
テクチャを習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
データベース
演習Ⅰ_B

Accessの基本操作を習得し簡単なデータ
ベースを利用方法を学び　MOS-Access2013
の合格を目指す

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
Windows環境
設定演習

Windowsの環境設定を通じて、オペレーティ
ングシステムの基本概念を学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
ビジネスアプ
リケーション
演習_B

Word・Excel・Power Pointの基本操作を学
ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ オフィス実務
ビジネス実務マナー検定の学習を通して、オ
フィス実務についての知識・技能を身につけ
る。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
SPIC（春期集
中講座）2017
※

春期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

1
後

60 4 △ △ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース システムエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
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○
一般英会話
【NC】Ⅱ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン業界就職
後に必要な日常レベルの英会話を習得す
る。初級。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
一般英会話【Ｉ
Ｄ】Ⅱ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン
業界就職後に必要な日常レベルの英会話を
習得する。中級。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
情報処理技
術者試験対
策

コンピュータ専門学校の必須資格である情報
処理技術者試験の合格を目指す。

1
後

90 6 ○ ○ ○ △

○ VBⅡ
Visual Basic を利用したWindowsプログラミン
グの応用技術を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ VB演習Ⅱ
Visual Basic を利用したWindowsプログラミン
グの応用技術を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ JavaⅡ
オブジェクト指向型言語であるJavaプログラミ
ング言語の応用を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ Java演習Ⅱ
オブジェクト指向型言語であるJavaプログラミ
ング言語の応用を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
C#プログラミ
ング

Visual C#を使ったプログラミング技術につい
て学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース システムエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
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○
C#プログラミ
ング演習

Visual C#を使ったプログラミング技術につい
て学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ ＸＭＬ
ＸＭＬの基本を理解し、ＸＳＬ、ＤＯＭ等
によるＸＭＬ文書の利用方法を学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ ＸＭＬ演習
ＸＭＬの基本を理解し、ＸＳＬ、ＤＯＭ等による
ＸＭＬ文書の利用方法を学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ Web演習Ⅱ_A
Webページ作成に必要なCSS3、JavaScript
について学び、動的なWebページを制作する
知識と技術を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
OracleDBA演
習

Oracleを利用してDBA（DataBase
Administrator）の技術を習得する。

2
前

60 4 ○ ○ ○ △

○
データベース
演習Ⅱ_A

Accessの基本操作を習得し，より実用的なク
エリ―、フォーム、レポートを作りデータベー
ス構築の基礎を学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
ビジネス・シ
ミュレーション
演習Ⅰ

ECC独自のWebビジネスシステムを用いて、
仮想の会社を設立し、仮想のインターネット
ショップを運営する。産学連携授業。

2
前

60 4 ○ ○ ○ ○

○
SIC（夏期集
中講座）2017
※

夏期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

2
前

60 4 △ △ ○ ○ △

○
一般英会話
【NC】Ⅲ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン業界就職
後に必要な日常レベルの英会話を習得す
る。初級。

2
前

30 2 ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース システムエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
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○
一般英会話【Ｉ
Ｄ】Ⅲ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン
業界就職後に必要な日常レベルの英会話を
習得する。中級。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
 国家試験対
策Ⅰ

コンピュータ専門学校の必須資格である情報
処理技術者試験の合格を目指す。

2
後

90 6 ○ ○ ○ △

○ VBⅢ
Visual Basic を利用したWindowsプログラミン
グの応用技術を習得する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ VB演習Ⅲ
Visual Basic を利用したWindowsプログラミン
グの応用技術を習得する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ PHPⅠ
サーバサイドスクリプト言語PHPの技術を習
得し、データベースを利用した独自Webサイト
を構築する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ PHP演習Ⅰ
サーバサイドスクリプト言語PHPの技術を習
得し、データベースを利用した独自Webサイト
を構築する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
ServerSideJa
va

サーバーサイドＪａｖａプログラミングを理解
し、独自Ｗｅｂアプリケーションを構築できる
力を養う。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
ServerSideJa
va演習

サーバーサイドＪａｖａプログラミングを理解
し、独自Ｗｅｂアプリケーションを構築できる
力を養う。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
データベース
プログラミン
グ_B

Access～VB連携システムのプログラミング
技術について学習する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース システムエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
データベース
プログラミン
グ演習_B

Access～VB連携システムのプログラミング
技術を習得する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
ビジネス・シ
ミュレーション
演習Ⅱ

ECC独自のWebビジネスシステムを用いて、
仮想の会社を設立し、仮想のインターネット
ショップを運営する。産学連携授業。

2
後

60 4 ○ ○ ○ ○

○
システム開発
企画演習

システム開発の背景を学習し、システム開発
に必要となる企画、要件定義力を習得する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
SPIC（春期集
中講座）2017
※

春期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

2
後

60 4 △ △ ○ ○ △

○
一般英会話
【NC】Ⅳ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン業界就職
後に必要な日常レベルの英会話を習得す
る。初級。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
一般英会話【Ｉ
Ｄ】Ⅳ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン
業界就職後に必要な日常レベルの英会話を
習得する。中級。

2
後

30 2 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース システムエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ハードウェア
概論

コンピュータを構成するハードウェアの仕組
みや働きについて学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
ソフトウェア
概論

コンピュータを効率よく動かすためのソフト
ウェアの種類や利用技術について学習す
る。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ アルゴリズム
プログラミングの基盤となるアルゴリズムの
基礎を学習する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ アセンブラ
基本情報技術者試験用アセンブラ言語
（CASLⅡ）を学習する

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ IT検定対策
基本情報午前免除試験及びC検3級の合格
を目指す。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ Ｃ言語
代表的プログラミング言語であるＣ言語の基
本を学び、プログラミング能力の基礎を習得
する。

1
前

60 4 ○ ○ ○ △

○ Ｃ言語演習
代表的プログラミング言語であるＣ言語の基
本を学び、プログラミング能力の基礎を習得
する。

1
前

60 4 ○ ○ ○ △

○ ＳＱＬ
ＳＱＬを用いてデータベースの様々な検索や
データ操作などの基本的な利用方法を学習
する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ ＳＱＬ演習
ＳＱＬを用いてデータベースの様々な検索や
データ操作などの基本的な利用方法を学習
する。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース ネットワークエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
Ciscoネット
ワークⅠ

シスコネットワーキングアカデミー、ネットワー
クの基本概念を学ぶ。午前免除試験の内容
も学習。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
Ciscoネット
ワーク演習Ⅰ

シスコネットワーキングアカデミー、ネットワー
クの基本概念を学ぶ。午前免除試験の内容
も学習。

1
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
SIC（夏期集
中講座）2017
※

夏期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

1
前

60 4 △ △ ○ ○ △

○
一般英会話
【NC】Ⅰ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン業界就職
後に必要な日常レベルの英会話を習得す
る。初級。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
一般英会話【Ｉ
Ｄ】Ⅰ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン
業界就職後に必要な日常レベルの英会話を
習得する。中級。

1
前

30 2 ○ ○ ○

○
基本情報対
策Ⅰ

基本情報技術者試験に出題される内容を理
解し，問題演習を行う。

1
後

90 6 ○ ○ ○ △

○ JavaⅠ
オブジェクト指向型言語であるJavaプログラミ
ング言語の基礎を習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ Java演習Ⅰ
オブジェクト指向型言語であるJavaプログラミ
ング言語の基礎を習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ Web演習Ⅰ
Webページ作成に必要な言語HTML5につい
て学ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース ネットワークエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
データベース
演習Ⅰ_B

Accessの基本操作を習得し簡単なデータ
ベースを利用方法を学び　MOS-Access2013
の合格を目指す

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
Ciscoネット
ワークⅡ

小規模ネットワーク構築に必要な知識、概念
やルータなどのネットワーク機器の設定を学
習する。

1
後

60 4 ○ ○ ○ △

○
Ciscoネット
ワーク演習Ⅱ

小規模ネットワーク構築に必要な知識、概念
やルータなどのネットワーク機器の設定を学
習する。

1
後

60 4 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築Ⅰ
_B

UNIX/Linuxベースのサーバー構築に必要と
なる基礎知識を学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
 UNIXサー
バー構築演
習Ⅰ_B

UNIX/Linuxベースのサーバー構築の基礎知
識を学習する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
Photoshop演
習Ⅰ_B

Adobe Photoshopの基本操作と、フォトレタッ
チ（写真加工・修正）の技術を習得する。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
ビジネスアプ
リケーション
演習_B

Word・Excel・Power Pointの基本操作を学
ぶ。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ オフィス実務
ビジネス実務マナー検定の学習を通して、オ
フィス実務についての知識・技能を身につけ
る。

1
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
SPIC（春期集
中講座）2017
※

春期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

1
後

60 4 △ △ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース ネットワークエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
一般英会話
【NC】Ⅱ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン業界就職
後に必要な日常レベルの英会話を習得す
る。初級。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
一般英会話【Ｉ
Ｄ】Ⅱ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン
業界就職後に必要な日常レベルの英会話を
習得する。中級。

1
後

30 2 ○ ○ ○

○
情報処理技
術者試験対
策

コンピュータ専門学校の必須資格である情報
処理技術者試験の合格を目指す。

1
後

90 6 ○ ○ ○ △

○ JavaⅡ
オブジェクト指向型言語であるJavaプログラミ
ング言語の応用を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ Java演習Ⅱ
オブジェクト指向型言語であるJavaプログラミ
ング言語の応用を習得する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
C#プログラミ
ング

Visual C#を使ったプログラミング技術につい
て学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
C#プログラミ
ング演習

Visual C#を使ったプログラミング技術につい
て学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ Web演習Ⅱ_A
Webページ作成に必要なCSS3、JavaScript
について学び、動的なWebページを制作する
知識と技術を学ぶ。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース ネットワークエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ ＸＭＬ
ＸＭＬの基本を理解し、ＸＳＬ、ＤＯＭ等による
ＸＭＬ文書の利用方法を学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ ＸＭＬ演習
ＸＭＬの基本を理解し、ＸＳＬ、ＤＯＭ等による
ＸＭＬ文書の利用方法を学習する。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築Ⅱ
_A

UNIXベースのWebサーバーをはじめとした
様々なサーバーの構築、運用方法を学習す
る。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築演
習Ⅱ_A

UNIXベースのWebサーバーをはじめとした
様々なサーバーの構築、運用方法を学習す
る。

2
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
Ciscoネット
ワーク演習Ⅲ

企業内で構築されたLAN(ネットワーク)での
機器の操作やメンテナンスに必要な技術を
学習する。

2
前

90 6 ○ ○ ○ △

○
ビジネス・シ
ミュレーション
演習Ⅰ

ECC独自のWebビジネスシステムを用いて、
仮想の会社を設立し、仮想のインターネット
ショップを運営する。産学連携授業。

2
前

60 4 ○ ○ ○ ○

○
SIC（夏期集
中講座）2017
※

夏期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

2
前

60 4 △ △ ○ ○ △

○
一般英会話
【NC】Ⅲ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン業界就職
後に必要な日常レベルの英会話を習得す
る。初級。

2
前

30 2 ○ ○ ○

○
一般英会話【Ｉ
Ｄ】Ⅲ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン
業界就職後に必要な日常レベルの英会話を
習得する。中級。

2
前

30 2 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース ネットワークエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
 国家試験対
策Ⅰ

コンピュータ専門学校の必須資格である情報
処理技術者試験の合格を目指す。

2
後

90 6 ○ ○ ○ △

○ PHPⅠ
サーバサイドスクリプト言語PHPの技術を習
得し、データベースを利用した独自Webサイト
を構築する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ PHP演習Ⅰ
サーバサイドスクリプト言語PHPの技術を習
得し、データベースを利用した独自Webサイト
を構築する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
ServerSideJa
va

サーバーサイドＪａｖａプログラミングを理解
し、独自Ｗｅｂアプリケーションを構築できる
力を養う。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
ServerSideJa
va演習

サーバーサイドＪａｖａプログラミングを理解
し、独自Ｗｅｂアプリケーションを構築できる
力を養う。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築Ⅲ

UNIXベースのシステム、サーバ管理を行うた
めに必要な知識を幅広く学習する。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築演
習Ⅲ

UNIXベースのシステム、サーバ管理を行うた
めに必要な環境、設定方法を幅広く学習す
る。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
Ciscoネット
ワーク演習Ⅳ

企業内で構築されたLAN(ネットワーク)での
機器の操作やメンテナンスに必要な技術を
学習する。

2
後

60 4 ○ ○ ○ △

○
Windowsサー
バー構築演
習(2)

Windowsサーバー2012を使用して、Windows
サーバの構築から管理ための知識を学習す
る。

2
後

30 2 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース ネットワークエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ビジネス・シ
ミュレーション
演習Ⅱ

ECC独自のWebビジネスシステムを用いて、
仮想の会社を設立し、仮想のインターネット
ショップを運営する。産学連携授業。

2
後

60 4 ○ ○ ○ ○

○
SPIC（春期集
中講座）2017
※

春期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

2
後

60 4 △ △ ○ ○ △

○
一般英会話
【NC】Ⅳ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン業界就職
後に必要な日常レベルの英会話を習得す
る。初級。

2
後

30 2 ○ ○ ○

○
一般英会話【Ｉ
Ｄ】Ⅳ

ゲーム・クリエイティブ・ＩＴ・デザイン
業界就職後に必要な日常レベルの英会話を
習得する。中級。

2
後

30 2 ○ ○ ○

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース ネットワークエンジニア専攻 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ VBⅣ
Visual Basic を利用したWindowsプログラミン
グの実践的な技術を習得する。

3
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ VB演習Ⅳ
Visual Basic を利用したWindowsプログラミン
グの実践的な技術を習得する。

3
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
スマートフォ
ン・アプリ演
習Ⅰ

スマートフォンアプリケーションの作成方法を
習得する。

3
前

60 4 ○ ○ ○ △

○ PHPⅡ
 PHPのオブジェクト指向などの技術を習得
し、利用した独自のWebサイト構築の応用知
識を学習する。

3
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ PHP演習Ⅱ
PHPのオブジェクト指向などの技術を習得
し、利用した独自のWebサイト構築の応用知
識を学習する。

3
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築Ⅰ
_A

UNIX/Linuxベースのサーバー構築に必要と
なる基礎知識を学習する。

3
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築演
習Ⅰ_A

UNIX/Linuxベースのサーバー構築の基礎知
識を学習する。

3
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ 企業会計Ⅰ
決算書の作成方法を中心に財務諸表を理解
するための基礎的な力を身につける。

3
前

60 4 ○ ○ ○ △

○
ITシステム開
発演習Ⅰ

ＩＴ系のシステム開発・運用に必要となる基礎
知識を学習する。産学連携授業。

3
後

90 6 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
キャリアデザ
イン

仕事観を学び、就職に対する意識を高めると
ともに、早期から就職活動が行なえるように
準備する。

3
前

30 2 ○ ○ ○

○
SIC（夏期集
中講座）2017
※

夏期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

3
前

60 4 △ △ ○ ○ △

○
 国家試験対
策Ⅱ

コンピュータ専門学校の必須資格である情報
処理技術者試験の合格を目指す。

3
後

90 6 ○ ○ ○ △

○
スマートフォ
ン・アプリ演
習Ⅱ

独自のスマートフォンアプリケーション作品を
制作する。

3
後

60 4 ○ ○ ○ △

○ Ajax演習_B
現在までに学習したJavaScriptの知識を応用
し、Ajax等ユーザビリティの高いWebページの
構築技法を習得する。

3
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築Ⅱ
_B

UNIXベースのWebサーバーをはじめとした
様々なサーバーの構築、運用方法を学習す
る。

3
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
UNIXサー
バー構築演
習Ⅱ_B

UNIXベースのWebサーバーをはじめとした
様々なサーバーの構築、運用方法を学習す
る。

3
後

30 2 ○ ○ ○ △

○ マイコン制御
AndroidとArduino（AVRマイコン）を連携させ
る仕組みであるADKおよびBluetoothを通して
組込みOSの動作について学ぶ。

3
後

30 2 ○ ○ ○ △

○
マイコン制御
演習

AndroidとArduino（AVRマイコン）を連携させ
る仕組みであるADKおよびBluetoothを通して
組込みOSの制御を行う。

3
後

30 2 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 企業会計Ⅱ
決算書の作成方法を中心に財務諸表を理解
するための基礎的な力を身につける。

3
後

60 4 ○ ○ ○ △

○
ITシステム開
発演習Ⅱ

ＩＴ系のシステム開発・運用に必要となる基礎
知識を学習する。産学連携授業。

3
後

90 6 ○ ○ ○ △

○ 就職対策Ⅰ
一般的な知識や社会情勢を学習し、就職試
験および就職活動に役立つ能力を身につけ
る。

3
後

30 2 ○ ○ ○

○
SPIC（春期集
中講座）2017
※

春期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

3
後

60 4 △ △ ○ ○ △

○
スマートフォ
ン・アプリ演
習Ⅲ

実践的スマートフォンアプリケーションの作成
方法を習得する。

4
前

60 4 ○ ○ ○ △

○
オブジェクト
指向設計_A

ＵＭＬを使用して、オブジェクト指向によるシ
ステム設計に必要な基本スキルを習得す
る。

4
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
オブジェクト
指向設計演
習_A

ＵＭＬを使用して、オブジェクト指向によるシ
ステム設計に必要な基本スキルを習得す
る。

4
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
スクリプト言
語演習

JavaScript, Ruby, Pythonなど現場で活用さ
れるスクリプト言語の文法を学び、様々なプ
ログラミングの手法を学びます。

4
前

60 4 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ IoT制作
ボード型コンピュータRaspbery Pi（ラズベ
リーパイ）を用いて IoT（ Internet of
Things）の仕組みを学ぶ。

4
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ IoT制作演習
ボード型コンピュータRaspbery Pi（ラズベリー
パイ）を用いてIoT（Internet of Things）のシス
テムを構築する。

4
前

30 2 ○ ○ ○ △

○
ロジカル・シ
ンキング

実践的アウトプット力(考え・書く・話す)を習得
する。

4
前

30 2 ○ ○ ○ △

○ 企業会計Ⅲ
会計の用語、財務諸表の構造・読み方など
財務諸表を理解するための基礎的な力を身
につける。

4
前

60 4 ○ ○ ○ △

○ ITゼミ演習Ⅰ
システム制作を通じ、ゼミナールによる専門
に特化した技術を習得する。産学連携授業。

4
前

90 6 ○ ○ ○ △

○ 就職対策Ⅱ
一般的な知識や社会情勢を学習し、就職試
験および就職活動に役立つ能力を身につけ
る。

4
前

30 2 ○ ○ ○

○
SIC（夏期集
中講座）2017
※

夏期に専門分野の学習と就職に向けての対
策を集中的に行い、知識・技術の向上を目指
す。 ※4単位は最大コマ数の場合。コマ数に
よって1･2･3単位に減る場合あり。

4
前

60 4 △ △ ○ ○ △

○
 ＵＮＩＸサー
バー運用演
習

UNIX/Linuxベースのシステム、サーバー管
理を行うために必要な環境、運用方法を学
習する。

4
後

60 4 ○ ○ ○ △

○ 企業会計Ⅳ
決算書の作成方法、財務諸表の構造・読み
方など財務諸表を理解するための応用的な
力を身につける。

4
後

60 4 ○ ○ ○ △

　　　科目

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 期
１学期の授業期間 週

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計 単位時間(      単位)

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
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○ Teaching演習
顧客や部下指導を想定して教育技術を習得
する。

4
後

60 4 ○ ○ ○ △

○  ITゼミ演習Ⅱ
ゼミナールによる専門特化した技術をもとに
卒業制作を行う。産学連携授業。

4
後

## 16 ○ ○ ○ △

○
ビジネスマ
ナー

ビジネスシーンにおけるマナーと、社会人とし
ての行動、考え方の基本を学習する。

4
後

30 2 ○ ○ ○
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授業方法 場所 教員
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合計 ４３２０単位時間(      288単位)

授業科目等の概要

（工業専門課程高度情報処理研究学科）IT開発エキスパートコース 平成２９年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等
１学年の学期区分 ２期
１学期の授業期間 １５週
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